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新婦人練馬ミール合唱団！ 須田俊子
♪月２回夜の練習のうち１回を土曜の昼間に変更

しましたので 11月7日（土）と12月12日（土）、
14時からの練習の前30分、練馬駅前にて「日本政府
に核兵器禁止条約の署名・批准を求める」署名行動
を行いました。両日とも５名が参加。手作りのパネ
ルを持ち、批准50ケ国の国旗の絵入りのチラシを入
れたポケットティシュを配りながら募り10筆と８筆
集まりました。
12/12はもうすぐ90歳のメンバーも参加してくれ

て、バス待ちの人たちに積極的に声をかけ5筆も集め
ました。優しい声かけにみなさん応えてくれました。
両日とも広島で夫や父親が被曝したと話してくれ

た方々と出会い「がんばって！」と激励されました。
練馬駅頭での署名行動“新婦人練馬ミール”

「核兵器禁止条約」は2021年1/22に発効することが確定しました。日本のうたごえは、『原爆
を許すまじ』を国内外で歌い広めながら、核兵器廃絶の運動とともに歩んできました。

今回「核兵器禁止条約」発効にあたり、1/22当日を前後して「核兵器禁止条約発効記念・全

国一斉うたごえ平和行動」を取り組むことを決めました。
各県、サークル、うたう会、街頭などあらゆる所で、核兵器廃絶を話題に歌う取り組みましょう。

11/29(日）に400名のホールで予定していた「北部のうたごえ交流会」は例年開催する8月の合唱
発表会を中止した直後から準備を始めました。加盟20団体中14団体が参加の予定で、本当にみんな
楽しみにしていました。11/17の定例の北部協議会まで、当日の役割り分担などして準備万端でし
たが、なんと翌日から急激に陽性者が増加。それでも開催しようという声も多数あり、悩みに悩ん
でとうとう１週間前に中止の決定をしました。残念でした。
これにめげずにみんなで知恵を出し合って歌っていきます。 北部のうたごえ協議会(山田）

・ 南部合唱団は他団体にも呼びかけて１/２４（日）アッピール行動を予定しています。
・新宿のうたごえも新宿原水協と共同で１/２２当日に行動を予定しています。
・東部、北部のうたごえもアッピール行動を予定しています。



久しぶりの合唱の舞台：北区合唱連盟合唱祭
東京紫金草合唱団 伊藤一枝

11月1日北区合唱連盟の合唱祭が、加入団体の半分弱の
19団体の参加で、北とぴあ・さくらホールで開かれた。久
しぶりの舞台に心躍る。
連盟理事長の開会あいさつ：「一番つらかったのは“場”

の喪失だったと思います。…合唱文化の灯りを次につなぐ
ため、何とかして発表の“場”を残したいと考え、感染対策
を常に念頭に置きながら準備を進めてまいりました」

実施方法の工夫がたくさんありました。参加団体を2ブロックに分け、ブロックごとに観客になり、
聴きあう。例年と違い、事前練習なし、着替え室なし、出演者のみが客席に間をあけて座り、出演の
順番がくると、客席から舞台に登壇。いつもより大きい合唱台に1メートルの間隔をあけて立ち、必
ずマスクをして歌う(フェイスシールドだけではだめ)。もちろん、初めと終わりの全員合唱も、いつ
も盛大に開かれる打上げも無い。原則無観客の公演だが、参加する団が事前登録した5名まで、検温
後に2階席で聴くことが出来た。
各団に送られる拍手は惜しみなく、高名な専門家お二人の温かい講評もいただくことが出来た。
わが団は、これまで公演当日の事前練習をしないで本番に臨んだことはなかったが、今回は、練習

会場がとれず事前練習なしで参加することになってしまっていた。ある団員が直前に提案してくれ、
急遽、北とぴあの裏にある公園で事前練習することになり、穏やかな天気の下、ポイントを押さえた
指揮者による事前練習を30分余りして、発表会に参加することができた。「公園を通りかかったとき、
久しぶりにみんなで歌っている声が聞こえてきて、涙が出ました」と理事長が後で声をかけてくだ
さった。
11月17日に連盟から次のようなメールが届き、主催者の緊張と安堵が思われ、改めて実施してくだ

さったことに感謝の気持ちが溢れ出た。「素晴らしい歌声と感動に満ちた合唱祭から２週間以上が経
過しました。その後感染等の報告はなく、これをもって無事に終了としたいと思います。『念には念
を』の方針のもと、合唱祭に関わってくださった全ての皆様が、厳しく徹底的な安全対策にご協力い
ただいた賜物と思います。心より感謝申し上げます。

11/21のオンライン演奏に参加した人の感想

♪11月21日に行われた広島がんばろうフェスタ
にオンラインでリモート全国合同「人間の歌」
を歌って参加しました。ビデオの画面に映って
いる高田龍治さんの指揮に合わせて歌いました。
本番では一部分だけしか映りませんでしたが、
全国の合唱団と繋がって一つの曲を作りあげた
ことに、すごく感動しました。

私鉄池袋ターミナル合唱団 山崎 慶晴

♪オンラインで全国の仲間とつながる…という
初体験に喜んで参加しました。全員マスクで
ちょっと変な感じでしたが、さすが合唱団のみ
なさんです。すばらしい歌声で全国の仲間とつ
ながることができたと思いました。歌える喜び
だけの私でしたが、知らない人たちに混じって
楽しく歌えました。
「うたごえは平和の力」「うたごえは生きる
力」そして「うたは知らない人同士を結びつけ
る力」があるのですね。マスクをはずして。み
んなと顔を見合わせて思いっきり歌える日が早
く来ますように！ 浅沼啓子(北星）

♪初めてのオンライン参加。こういう状況下でも、
うたや身振りでメッセージを発信しあうことがで
き、元気をもらいました。
東京の出番の時わーっという歓声に感動！ 少し
は服装も考えてはっきりした色合い（カラフルなT
シャツとか）で参加すれば良かったと思いました。
各々が間隔をとり全員マスクで、感染に注意を
払っていました。 中津富枝（北星）

♪「ノーパサラン」を先輩達に混じってうた
う！来年は必ず広島でうたおう！北星のコン
サートで聞いたこたはあるけどうたうのは初め
て。前夜に歌詞カードをつくっての参加。
ちょっとドキドキしながら末席に立たせてもら
いました。あ〜気持ちいい！やっぱり多勢の仲
間と一緒に声をあわせてうたう充実感は何とも
いえない。広島のステージに向かって手を振り
一体感も感じられた。
広島の生ライブを見ながら、11/29に予定して

いた北部の交流会（くしくもこの日中止を決め
た）もこんなふうにやれたら楽しかっただろう
なと、悲しくなった。東京では連日感染者が500
人超え。どうにもならないけれだ、国や都の姿
勢に不安が募る。2021日本のうたごえ・ひろし
まが成功しますように！ 渡辺久美（北星）



９日(土)：一般A.B・交流・小編成
１０日(日)：職場・女性・オリジナル (予定)

JR「三鷹」駅から徒歩では30分ぐらいかかります。
バスをご利用下さい。

※参加団体の変動によっては変更もあります。
（各ブロック合唱発表会は9/27までに終へて下さい）

文京新婦人コーラスあしたば 益子ヒロミ

♪新型コロナが流行りはじめ、多くのサークルが自主的に練習を
自粛している中あしたばは頑張って３月まで練習をしていました。
しかし、４月に練習場所の使用中止となり、６月に使用条件の緩和
がでましたがコーラスは該当せず、いつ再開できるか目途が立たな
い中、これからの活動をどうするか考えなくてはならないと７月２
７日４ケ月遅れの総会を開催しました。
このまま自粛を継続するか・歌えないけれど集まってみるか・こ

のときすでにコーラスに会場を貸している区があるのでそこを借り
るか等の選択肢がだされました。やっぱり、歌が大好きメンバーで
す。文京区がだめなら大丈夫な他区で場所を確保し、お試しに1回
歌う事にしました。いつもは月曜日の夜間が練習日ですが電車の混
まない土・日に替え、夜間ではなく昼間の練習にしました。
板橋区に住んでいるメンバーに頼み、会場を確保し、練習しまし

た。みんなで歌う事はやっぱり楽しいと、メンバーが団体登録をし
てくれ、その後も継続して月に１回、板橋区の会場で歌っています。
１０月に再度使用条件の緩和が出ましたが、コーラスは該当しませ
んでした。いつ、どのような条件なら使用できるのかがまったく提
示されていません。そのため、文京区民のメンバーに広聴はがきを
出してもらいました。回答は来ましたが、具体的な提示はありませ
んでした。早く、文京で練習ができるよう、これからもできること
を考え行動していこうと思っています。

新宿のうたごえ

１２月、東西線「神楽坂」駅頭での署名行動

１０月「中井」駅頭での署名行動

♪日本のうたごえ広島祭典はコロナ
禍で１年延期となりながら、“がんば
ろうフェスタ”を開催して全国を励ま
しました。資金が底をついた状態です。
祭典賛同金、東京のうたごえの目標

は400口（1口1000円、特別1万円）で
す。早急に現地に届けたいと思います。
苦しい折ではありますが、ご協力よ

ろしくお願いします。

♪新宿のうたごえは８月に「平和の波」行動を新
宿原水協と取り組んだ(うた新掲載）ことをきっかけ
に以来９.10,12月と毎月6.9行動に参加しています。
10月の西武新宿線「中井」駅前署名には地元の年金
者コーラス“たんぽぽ”の皆さんが大挙参加して総勢
22名にもなりました。 １/２２日には条約批准記念
行動も予定しています。
他にも、区長にホールなど施設の使用料減免陳情

を行う準備をすすめていますが、区議さんと中合・
轟、白樺の井藤さんの4人で打合せした時には未読
だった区議さんがうた新を購読して頂きました。
平和・民主団体と共同行動を進める中でうたごえ

も響きます。

[ 日本シニア合唱団 ]
♪多くの行動制限を受けて、

コロナ禍を過ごしています。
長い人生を経た高齢者集団の
シニア合唱団の仲間は、苦境
を乗り越える術を心得ている
ようで、元気にすごしている
事に安心感がありました。
メールや電話で何度か近況報
告しあいながら、お互いの現
状を確かめ合う時期でもあり
ました。
やっと開いた6月の練習会に

は、いつも通りの参加者でみ
んなでうたえる楽しさを久し
ぶりに味わうことができて気
分が高揚しました。
橋本のぶよ先生のパワフル

なご指導で「来年の広島に向
けて頑張りましょう」の励ま
しを受けてうたっています。
曲の選定もまだこれからです。

角竹美好子


